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要 旨 
 

○第１章 調査経緯 

調査研究の背景と目的を整理し、2ヵ年の調査全体像と本年度の位置付けを取りまとめた。また、平

成 21 年度の調査研究実施内容を整理した。 

 

○第２章 都市の現状と課題 

ヒートアイランド現象の発生、降雨の短期流出の増加、内水氾濫被害の発生、余剰地下水の発生等に

見舞われる都市の現状から浮かび上がる課題が、蒸発散量の減少、地下浸透量の減少、上水使用量の増

大、地下水流出の減少、表面流出の増大等に起因していることを示した。 

都市化が始まる以前の状態と比較すると、東京に見られるように都市域ではかなりの人工的な改変が

行われており、人工的な改変を行っている箇所には、水循環の改善をすることによりヒートアイランド

現象の発生や降雨の短期流出等の上記課題について高い効果が期待できると考えられる。適切な都市環

境を考えるにあたっては、水循環環境を改善または保全することが、都市の課題を解決する上でポイン

トとなる。 

 

○第３章 基本コンセプトの策定 

都市の課題から水循環を改善する上で地下水・雨水・再生水を総合的に有効利用することに着目して

調査研究を行った。大気から大地･河川を経て海域に向かう水の循環のなかでも、都市の水循環（水収

支）規模は、局所及び中間的な規模であり、水の小循環、中循環を少しでも個別に改善をしていくこと

によって長期的には広域の大循環に対しても改善効果が得られると考える。 

都市では、健全な自然の水循環が人工的な開発の影響を受け不健全な状態になっている。そのため、

健全な水循環を再構築するために、人工的な水循環を積極的に活用し、また、自然の水循環との調和を

させることが必要である。地下水・雨水・再生水を総合的に有効利用した健全な水循環の構築は、都市

の機能を改善させ、水収支だけでなく、水辺環境の改善や住みよい都市につながり、より良い都市をデ

ザインするためのまちづくりの一つの重要な視点となることが期待される。 

 

○第４章 期待される効果の評価手法 

防災分野では、河川・ダム事業、地すべり対策事業、急傾斜地崩壊対策事業等に整備されている費用

対効果分析の評価方法を調査した。評価方法は、各事業の特性にあわせて、様々な方法が用いられてい

るが、一般には、期待被害額による防災性のリスク評価が行われ、事業の実施によって災害の発生に伴

う一般資産等の被害額に対して、生起確率を乗じて得られる期待被害額が軽減するとした上で、その期

待被害軽減額に基づいて評価する方法がとられている。 

環境分野では、ヒートアイランド現象に関して調査し、緩和対策技術の効果確認を意図した解析の事

例を示した。また、事例を通してまとまった範囲の建物に対策技術を施した場合の熱環境の改善の程度

について評価した。 

 

○第５章 基本コンセプトの具体化に向けて 

都市として水文に係る脆弱性、都市のインフラの特徴、都市の水文学的問題、モデル地域選定で考慮

すべき自然社会状況の４つの分野からモデル地域選定に関する項目を抽出し、その項目の重み付けを行



った。 

その結果、人口集中地である大都市部で、浸水被害・ヒートアイランド現象・未利用水の問題がある

区域、更には都市として地下が高度に利用されており水辺空間の減少が著しい区域、また人工被覆地

率・流出率が高い区域、台地と低地を有し、小規模であるが地域内で水循環が形成されている区域を対

象として選定することが適切であると判断した。 




